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１．概要（Summary） 

 表面プラズモン検出装置は様々な生体結合反応の

検出を行うことができ、食品検査などで用いられてい

る。北海道では牛乳中に混入する抗生物質を効率的に

検出することで廃棄する生乳を抑制できることが期

待されている。しかし、通常は HPLC などによる分

析をおこなっており、時間がかかることや酪農家から

タンクローリーで回収した後に行うことからロスが

大きくなることが指摘されている。そのため、各酪農

家で迅速に定量分析できるシステムが必要とされ、そ

の候補として表面プラズモンセンサーが検討されて

いる。これまで、北海道大学電子科学研究所ならびに

創成科学研究機構と共同で回折格子型プラズモンセ

ンサーデバイス開発を進めており、あまり検出対象と

されていないセフェム系抗生物質の好感度検出が可

能なチップ作製を試みている。 

 今回は、抗体のプラズモンセンサーへの固定化方法

検討のために、デキストランを修飾した平坦な金基板

を作製して固定化条件の探索を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

 ガラス基板上にヘリコンスパッタ装置、あるいはコ

ンパクトスパッタ装置を用いてクロム接着層（数 nm）、

金薄膜（約 100nm）の成膜を行った。基板表面に末

端が水酸基やカルボキシル基を持つ Self Assembled 

monolayer (SAM)を作製した。この基板を 0.6M ク

ロロメチルオキシラン溶液に浸漬し、表面をエポキシ

末端へ変換した。その後、デキストランの水酸化ナト

リウム溶液中に 24 時間浸漬後、1M のブロモ酢酸溶

液中で反応させることで、カルボキシル基をもつデキ

ストランで被覆した金基板（アミンカップリングによ

り抗体結合可能）を作製した。この後、表面プラズモ

ン共鳴装置を用いてセファロスポリン C 抗体の保持

可能量の測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Fig. 1 にビアコア装置で測定した際のレスポンスプ

ロファイルを示す（カルボキシル基末端）。大きなレ

スポンス値変化が測定され、抗体が結合したことがわ

かった。一方、当初予想していた水酸基末端の SAM

膜では十分な抗体吸着が得られなかった。そのため、

今後は SAM 膜の状態について分析を進める必要があ

る。また、本課題の最終目標は回折格子基板への抗体

固定化にあることから、真空紫外露光装置、イオンミ

リング装置、マスクアライナーなどによるパターン基

板作製についての検討も平行して行った。 
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Fig. 1 Response profile of Antigen adsorption 
on Au substrate coated with Dextran 
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